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― 作曲、出版の経緯およびモーツァルトの他の声楽曲との関係 ―
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＜要　旨＞
　モーツァルト（Wolfgang Amadeus Mozart, 1756-1791）が作曲した声楽曲に《声楽のためのソルフェージュ 
Solfeggien für eine Singstimme K.393（385b）》（以下《ソルフェージュ》と略）がある。《ソルフェージュ》は全部
で５曲あり、モーツァルトが妻コンスタンツェのために書いた声楽の練習曲であったと伝えられている。これらの自筆
譜にはモーツァルトによる「わが愛しい妻のために per la mia cara consorte」または「わが愛しのコンスタンツェの
ために per la mia cara Costanza」の一文が記されている。ちなみに《ソルフェージュ》の第２曲（ヘ長調・アダー
ジョ）とコンスタンツェが歌ったとされる《ハ短調ミサ Missa in C minor K.427(417a)》のソプラノ・ソロ「クリステ・
エレイソン（主よ 憐れみたまえ）Christe eleison」は同じ旋律である。
　本論文では、妻コンスタンツェのために書かれたモーツァルトの《ソルフェージュ》について作曲と出版の経緯につ
いて記し、これまでに記述されている《ソルフェージュ》と《ハ短調ミサ》およびその他のモーツァルトの声楽曲との
関係について文献的考察を行った。
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1．はじめに

　音楽の教育上必要とされている声楽練習教材のひと
つに「ソルフェージュ」（Solfège［仏］Solfeggio［伊］）
がある。17 世紀、イタリアにおいては声楽教師が生徒
の歌唱能力と装飾法の技能を高めるために作曲した歌
詞のない練習曲が「ソルフェージュ」と称され、18 世
紀に入ると広く普及し、19 世紀にはパリにおける音
楽院の基礎教育の教材として用いられ、「ソルフェー
ジュ」の楽譜の出版が始まった。これ以降、フランス
では「ソルフェージュ」の他に、一つ以上の母音を用
いて歌う歌詞のない発声練習法あるいは演奏会用作品
として作られた「ヴォカリーズ」（Vocalise［仏］）も
多数出版されるようになった１）。
　モーツァルト（Wolfgang Amadeus Mozart, 1756-
1791）が妻コンスタンツェ（Constanze Mozart, 1762-

1842）のために作曲した声楽曲に《声楽のためのソル
フ ェ ー ジ ュ Solfeggien für eine Singstimme K.393

（385b）》（以下《ソルフェージュ》と略）がある２）。
近年、モーツァルトの研究が進むなかで、何故か《ソル
フェージュ》の紹介はきわめて少なく、著者らの情報
検索オンラインデータベースによる文献検索（CiNii, 
EBSCOhost-RILM, IPM, RIPM お よ び RISM） に
より得られた資料・文献は、以下の６編であった。す
なわちブライトコプフ＆ヘルテル社の楽譜『伴奏
付きソプラノのためのソルフェージュと伴奏なしの
ソルフェージュ Solfeggien für eine Sopranstimme 
mit und ohne Begleitung. K.393.2-5』（1885）３）、 ルチ
オ（Alessandro Luzio, 1857-1946）４） に よ り『 ヴ ェ
ル デ ィ 通 信 Carteggi Verdiani』（1947）に紹介さ
れた《ソルフェージュ》の「断片 Fragment」（以下

「断片」と記す）に関する記述５）、1953 年にパリのレ
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デュック社より出版された楽譜『ヴォカリーズと練
習曲 Vocalises et Exercices』と編集者ウェイナント

（Maurice Weynandt, 18??-19??）の序 文６）、1956 年
にユニヴァーサル社より出版された楽譜『ソルフェー
ジュと声楽練習 Solfeggien und Gesangsübungen K.-
V.393』と編集者スワロフスキー（Hans Swarowsky, 
1899-1975）の序文と註釈７）、『ケッヒェル作品目録 
Chronologisch-thematisches Verzeichnis sämtlicher 
Tonwerke Wolfgang Amadé Mozarts』（1964）の解
説２）および『モーツァルト年鑑 Mozart-Jahrbuch, 
2011』 に 掲 載 さ れ た ペ ト ロ ベ ッ リ（Pierluigi 
Petrobelli, 1932-2012）５）の論文「モーツァルトのソル
フェージュ再考  Nochmals zu Mozarts Solfeggio 
KV.385/1」である。2015 年にはフランスのソプラノ
歌手ドゥヴィエル（Sabine Devielhe, 1985-）８）による
この《ソルフェージュ》の中の一曲を含む CD が発売
された。日本においてもインターネット上に野口秀夫９）

および武本浩 10）によるこの《ソルフェージュ》に関
する論説がある。
　本論文において著者らは、モーツァルトの《ソル
フェージュ》について概説し、これまでに記述され
ている《ソルフェージュ》と《ハ短調ミサ Missa in 
C minor K.427（417a）》およびモーツァルトにより
作曲された声楽曲との関係について文献的考察を行っ
た。

２．モーツァルトの《ソルフェージュ》の作曲と出版
　　の経緯およびその構成について

　《ソルフェージュ》が作曲された時期は、アーベル
ト（Hermann Abert, 1871-1927）11）によると、1781-
1785 年の間とされている。《ソルフェージュ》は、モー
ツァルトが折々に書いた練習曲、全５曲が収集されて
いる。すなわち声の旋律と通奏低音で書かれた４曲の
ソルフェージュおよび声の旋律のみ書かれた１曲の声
楽練習が収載されている２）。この《ソルフェージュ》
は、出版される価値がある作品として、1788 年７月
16 日および 23 日、ウィーンの音楽出版社によって、

「ソプラノのための声楽基礎 Singfundament für den 
Sopran」として公表された２）。《ソルフェージュ》の
楽譜は、これまで、ライプチッヒのブライトコプフ＆
ヘルテル社、パリのレデュック社、およびウィーンの
ユニヴァーサル社から出版されている３）, ６）, ７）。各出
版社の楽譜は編集者により異なり、４または５曲が掲

載されており、その順番とその内容もそれぞれ異なる。
ブライトコプフ＆ヘルテル社の楽譜『伴奏付きソプラ
ノのためのソルフェージュと伴奏なしのソルフェー
ジュ Solfeggien für eine Sopranstimme mit und ohne 
Begleitung. K393.2-5』（1885）３）は、「断片」を除く３
曲のソルフェージュと１曲の声楽練習が収載されてい
る。ちなみに、この楽譜はリプリントされ IMSLP 社

（International Music Score Library Project）によっ
てインターネット上に公開されている 12）。パリのレ
デュック社の楽譜『ヴォカリーズと練習曲 Vocalises 
et Exercices』（1953）６）は、全５曲が掲載されている
が、編集者ウェイナントにより伴奏が補筆され、とく
に《ソルフェージュ》の「断片」が大幅に変曲されて
いる。ユニヴァーサル社の楽譜『ソルフェージュと声
楽練習 Solfeggien und Gesangsübungen K.-V.393』 

（1956）７）は、《ソルフェージュ》全５曲が収載され、
指揮者（ウィーン交響楽団首席）であり、名教師

（ウィーン国立音楽大学）としても知られたスワロフ
スキー（Hans Swarowsky, 1899-1975）による《ソ
ルフェージュ》についての詳細な序文と各曲に注釈が
記され、伴奏は、アイブナー（Franz Eibner, 1914-
1986）により補筆されている７）。
　本論文では、ユニヴァーサル社から出版された
楽譜『ソルフェージュと声楽練習 Solfeggien und 
Gesangsübungen K.-V.393』（1956）７） に 表 示 さ れ
ている番号と表記、すなわち「ソルフェージュ１ 
Solfeggio １」、「ソルフェージュ２ Solfeggio ２」、「ソ
ルフェージュ３ Solfeggio ３」、「ソルフェージュ - 断
片 Solfeggio-Fragment」、「声楽練習 Esercizio per il 
canto」を使用し、それぞれの楽譜を検討した。
　「ソルフェージュ３」の自筆譜には「わが愛しい妻の
ために Per la mia cara consorte」、そして「断片」の
自筆譜には「わが愛しのコンスタンツェのために Per 
la mia cara Costanza」とモーツァルト自筆の、妻
コンスタンツェへの愛の言葉が記されている２）, ５）, 11）。
モーツァルトの妻コンスタンツェは、モーツァルトの
没後、デンマークの外交官であったニッセン（Georg 
Nikolaus von Nissen, 1762-1826）と再婚し、彼の助
けのもと亡夫の膨大な自筆譜を整理し、出版社ブライ
トコプフ & ヘルテル社およびオッフェンバッハ・ア
ン・マインのアンドレ（Johann Anton Andre, 1775-
1842）に楽譜を売却した。そのため、この《ソルフェー
ジュ》は、モーツァルトの自筆譜を買い取ったオッフェ
ンバッハのアンドレによって保有されていた５）。1879
年以降、「ソルフェージュ１」の自筆譜は、ドイツ西
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部地域に私有財産として保有された２）。近年刊行され
たタイソン（Alan Tyson,1926-2000）の 13）『モーツァ
ルト自筆譜の研究』によると、この「ソルフェージュ１」
は、1783 年にモーツァルトが妻コンスタンツェと訪れ
たザルツブルグで入手した縦長 10 段の五線紙に書か
れたことが報告されている。「ソルフェージュ２」の自
筆譜は散逸しているが、この楽譜のファクシミリはザ
ルツブルク国際モーツァルテウム財団のホームページ
に掲載されている 14）。「ソルフェージュ３」および「声
楽練習」の自筆譜は、コーブルク城（ドイツ）にある
ザクセン＝コーブルク＝ゴータ公のエルンスト公爵の
所有財産となっている２）。「ソルフェージュ２」、「ソル
フェージュ３」、そして「声楽練習」の自筆譜は、モー
ツァルトがウィーンで使用した横長 12 段の五線譜が
使われている２）。
　「断片」の自筆譜について、この《ソルフェージュ》
と「断片」の自筆譜の複雑な出版経緯を記し、ヴェ
ルディコレクション所蔵の由来を考察したペトロベッ
リ５）の貴重な論文がある。ペトロベッリ５）の記述に
よると、1800 年にコンスタンツェがオッフェンバッハ
のアンドレに売却した自筆譜の中には「断片」を含む
いくつかの《ソルフェージュ》があり、その中の「断
片」は、19 世紀の初めに至るまで百年以上もの間、オッ
フェンバッハのアンドレの持つ豊富なモーツァルト・
コレクションの中に収められていた。その後、この「断
片」の楽譜は、アンドレの息子によってロンドンで競
売にかけられたが、買い手がつかず、フランスの出版
社に贈られ、1841 年に「芸術的作品として大きな価値
を持つ」、「未刊のソルフェージュ」として、パリで定
期的に発行される雑誌『Le France Musicale』の定期
購読者に楽譜のファクシミリが提供された５）, 15）。その
際、「断片」の２枚の楽譜の表裏のうち、１枚目両面の
楽譜のみ掲載され、２枚目の表に書かれたスケッチは
掲載されなかったという。さらにアンドレが楽譜に書
き込んだ「1782」という作曲年や目録番号および署名、
ニッセンが書き込んだ番号などが削除されたという。
ペトロベッリ５）は、「断片」の自筆譜がヴェルディコ
レクションに所蔵されるに至った由来は、今なお不明
であるが、このフランスの音楽雑誌の編集者とイタリ
アの作曲家ヴェルディ（Giuseppe Verdi, 1813-1901）
との交流・頻回の文通があった事実に関係があるのか
も知れないと、推測している。モーツァルトの研究に
おいて、以上の記述は、長い間知られていなかったと
いう。この「断片」の自筆譜は、ペトロベッリの論文
最終頁に掲載されている。ペトロベッリ５）の論文のタ

イトルが「モーツァルトのソルフェージュの再考」と
記している由縁は、この「断片」がルチオ（Alessandro 
Luzio, 1913-1968） に よ り『Carteggi Verdiani Ⅳ 』

（1947）の中で紹介されて以降、数十年間不明の状態
であったからである。現在、「断片」の自筆譜は北イ
タリアのブッセート近郊のサン・アガタにある作曲家
ヴェルディの館にヴェルディの収集品として所蔵され
ている５）。

　
３．《ソルフェージュ》とモーツァルトの声楽曲

　モーツァルトは、1782 年８月４日、ウィーンの
シュテファン大聖堂において、コンスタンツェと結婚
し、翌年、父レーオポルト（Johann Georg Leopold 
Mozart, 1719-1787）と姉マリア・アンナ（通称 : ナン
ネ ル Maria Anna Walburga Ignatia Mozart, 1751-
1829）に彼女を紹介するため、コンスタンツェと共
に故郷ザルツブルクへ帰郷した。この時、モーツァル
トは妻コンスタンツェとの結婚の誓約としてミサ曲
を作曲することを約束し、1782 年から 1783 年にか
けて《ハ短調ミサ》を書いた。２人がザルツブルクに
到着した 1783 年７月下旬、ミサ曲は半分しかできて
いなかったため、モーツァルトはザルツブルク到着後
も作曲を続けたが、結局《ハ短調ミサ》は未完成のま
ま、1783 年 10 月 26 日の日曜日、二人が再びウィーン
へ戻る前日に、ザルツブルク聖ペテロ大修道院付属教
会において未完成の部分を別のミサ曲で補って初演さ
れた 16）。1783 年 10 月 23 日の練習でコンスタンツェ
がソプラノのパートを歌ったことは、姉ナンネルの
日記に記されている 17）。アインシュタイン（Alfred 
Einstein, 1880-1952）18） に よ る と、 ミ サ 曲 の「 ク
リステ・エレイソン（主よ憐れみたまえ）Christe 
eleison」と「ラウダムス・テ（われら汝をほめたた
え）Laudamus te」は、コンスタンツェが歌うことを
念頭に置いて書かれたとされる。「ソルフェージュ２」
の旋律が、《ハ短調ミサ》の「キリエ Kirye」のソプ
ラノ・ソロ「クリステ・エレイソン」の旋律 19）と同
じであることからも、この《ソルフェージュ》は、《ハ
短調ミサ》にソプラノ・ソロとして出演する妻コン
スタンツェの練習曲として 1782-1783 年に書かれた
と推測されている７）。ちなみに【楽譜１】に示す《ハ
短調ミサ》の「クリステ・エレイソン」19）は変ホ長調

「アンダンテ・モデラート（適度に早く） Andante 
Moderato」、 【楽譜２】の示す「ソルフェージュ２」７）
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はヘ長調「アダージョ（ゆっくり）Adagio」で書かれ、
記譜上の音価は異なっている。
　スワロフスキー７）は『ソルフェージュ』の序文に「こ
のソルフェージュでは、最終的に、すべての音がクレッ
シェンド、デクレッシェンドそして、テクニックを伴っ
た長い音を均一かつ朗々と保持されることが求められ
ている」また、「全声域を同じ強さで歌い、しっかりと
した支え、長く、そしてむらのない呼吸、豊かなメッサ・
ディ・ヴォーチェ messa di voce（ピアニッシモで始
まり、すべての中間段階の音強を経て、フォルテにま
で増大し、再び同じテンポでピアニッシモにまで減少
すること）で、すべての音域がゆるぎない歌唱で、表
情豊かな音色を要求している」と記している。この《ソ

ルフェージュ》５曲の構成を【表１】に示す。
　《ソルフェージュ》は、変イ音から３点ニ音の音域で
書かれている。音の跳躍は最大２オクターブに及び、
コロラトゥーラの音型を一息で歌うフレーズが長いこ
とが特徴としてあげられる。演奏技術には装飾音、と
くに２度間隔を素早く歌う装飾音（トリル）や、高音
の保持および３連符を歌う能力が必要とされる７）。ち
なみに、古典派からロマン派にかけての時代、ウィー
ン（ハプスブルグ家領）で一般的に使われたピッチは、
A ＝ 430Hz であったが、モーツァルトのピッチは、
半音低かった 20）。したがって、この《ソルフェージュ》
における最高音の３点ニ音は、実際の演奏では半音ほ
ど低く歌われたであろう。

【楽譜 1】モーツァルト《ハ短調ミサ Missa in C minor K.427(417a)》19）の

　　　　「クリステ・エレイソン（主よ憐れみたまえ）Christe eleison」の旋律　34-42 小節

【楽譜 1】モーツァルト《ソルフェージュと声楽練習 Solfeggien und Gesangsübungen 

　　　　  K.-V.393》の「ソルフェージュ２ Solfeggio 2」7) の旋律　1-5 小節

【表 1】  モーツアルトの『ソルフェージュと声楽練習 Solfeggien und Gesangsübungen K.-V.393』7) の構成
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　この《ソルフェージュ》はコンスタンツェの歌唱能
力と装飾法の技能を高める練習曲であり、演奏会で上
演されることは殆どなく、第１章および第２章に記し
たように楽譜も長い間、出回ることがなかったため、
その価値も知られていなかった。しかし、ウェイナント６）

は、彼が編集した楽譜の序文で「モーツァルトは人間
の声に対して思慮深く、とくに声の芸術に興味をもち、
彼は歌唱テクニックの源を知っていた」と記している。
また、スワロフスキー７）は楽譜の序文で、以下のよう
に記している。この《ソルフェージュ》は、「モーツァ
ルトがとりわけ歌唱に要求したものを集約したもの
で、大変貴重であり」、「コンスタンツェ《後宮からの
誘拐 Die Entführung aus dem Serail K.384》（1782）、
伯爵夫人《フィガロの結婚 Le Nozze di Figaro K.492》

（1786）、ドンナ・アンナ、ドンナ・エルヴィラ《ドン・
ジョヴァンニ Don Giovanni K.527》（1787）、フィオ
ルディリージ、ドラベッラ《コシ・ファン・トゥッテ 
Cosi fan tutte K. 558》（1790）、また夜の女王《魔笛 
Die Zauberflöte K. 620》（1791）を歌うのに必要な
テクニックをすべて含んでいる」。上記に列挙された
配役は、すべて《ソルフェージュ》作曲以降に作曲さ
れた後期オペラに登場する女性の役で、これらの役に
は、コロラトゥーラをはじめ、トリルや大幅な音の跳
躍など、非常に技巧的で声楽のテクニックを必要とす
るアリアが作曲されている。金谷 21）は、上記以外に、
この《ソルフェージュ》作曲以前に作曲されたオペラ

《ルーチョ・シッラ Lucio Silla K.135》のアリア「あ
あ、いとしい人の Ah, se il crudel periglio」のジュー
ニア役のアリアの旋律と同じ旋律を《ソルフェージュ》
の「断片」に見出し、モーツァルトがジューニア役を
初演した一流の女性歌手アンナ・ルチア・デ・アミー
チス（Anna Lucia de Amicis, 1733 頃 -1816）のため
に作曲したアリアの旋律の一部が、《ソルフェージュ》
においては声楽家の妻コンスタンツェが歌うことを想
定し、短３度低く「断片」に挿入されていたことを報
告した。

４．おわりに

　モーツァルトの《ソルフェージュ》は今日、その存
在を知る人が少ない。しかし日本でもここ数年、コン
サートなどで演奏されるようになり、徐々にその存在
が注目されるようになりつつある。著者（金谷）と《ソ
ルフェージュ》との出会いは、金谷が大学院に進学し

た時であった。恩師、莊智世恵名誉教授（国立音楽大
学）は 1962 年ウィーンに留学中、当時、路地裏にあっ
た楽譜店でこの《ソルフェージュ》の楽譜を入手し、
日本にそれを持ち帰った。その後、先生は、日本では
まだ紹介されていなかったこのモーツァルトの《ソル
フェージュ》について、NHK 文化講座を担当してい
た海老沢敏氏の依頼により、《ソルフェージュ》の講演
を行った（1981 年頃）。おそらく、これが日本におけ
る《ソルフェージュ》の初めての紹介と思われる。そ
の後、この楽譜は大切に先生の家の書棚に保管されて
いた。金谷が莊先生を訪問したとき、先生は書棚から
この楽譜を取り出し、著者に手渡された。以来、金谷
は託されたこの《ソルフェージュ》を歌うため、先生
の許で研鑽を積んだ。莊先生はスワロフスキー先生の
授業を受けられたご縁がある。
　本論文において、モーツァルトの《ソルフェージュ》
について、作曲および楽譜出版の経緯、《ソルフェー
ジュ》に要求される歌唱技術、および《ハ短調ミサ》
をはじめ、モーツァルトの声楽曲とこの《ソルフェー
ジュ》との関係について文献的考察を行った。
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Mozart’s “Solfeggien für eine Singstimme K393(385b) ”：
The Circumstances of its Composition and Publication,
 and its Relationship with Mozart’s Other Vocal Pieces

Megumi Kanaya＊,  Kohji Ueda＊＊

＜Abstract＞

     The vocal pieces which Wolfgang Amadeus Mozart（1756‐1791）composed include “Solfeggien 
für eine Singstimme K.393(385b)” (hereafter referred to as “Solfeggien”). Totally there are five pieces 
in this “Solfeggien”, all of which are said to be the études of vocal music composed by Mozart for 
his wife Constanze. Also, in these autographic scores, the phrases, ‘per la mia cara consorte’ or ‘per 
la mia cara Costanza’ had been added by Mozart. Incidentally, the second piece of “Solfeggien” 
(F major Adagio) has the same melody as the soprano solo, Missa in C minor K.427(417a), “Christe 
eleison”.
     In this treatise, the authors observed the process of the composition and publication of 
Mozart’s “Solfeggien” for his wife Constanze, and the circumstances of its constitution, and also 
bibliographically examined the relationship between this “Solfeggien”, and “Missa in C minor” and 
Mozart’s other vocal pieces.
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